
◆　第 151 回　SAREX 工務店力向上ワークショップ　◆

熊本地震に見る木造住宅の構造設計と施工管理の肝

〔山辺の木構造 特別編〕

第 151回ワークショップ出席連絡票（平成 28年 11月 17日開催）

懇親会　（必ず○印をお付けください。）

参　加　・　不参加

参　加　・　不参加

熊本地震に関する国の調査報告もなされているが、

一体この地震災害から工務店は何を学びとし、何

を行うことで、顧客の抱く安全・安心への不安を

払拭できるのか。そして、工務店自身が納得でき

るのか、ということが基本的な問題意識の持ち方

であろう。

本ワークショップでは、もう一度基本的な認識に

立ち返って、熊本地震とは工務店にとって、ある

いは木造住宅の新築、リフォームにどのような影

響を与えていくのか、という視点を保持しつつ、

山辺豊彦氏に総括的なレクチャーをお願いしまし

た。

経営者のみならず、設計、現場監督などスタッフ

の皆様も是非ご出席ください。

 

開催日時 ■　平成 ２８ 年 １１ 月 １７ 日（木） １３:３０より

会 場 ■　中央大学駿河台記念館３６０号室

工務店力向上ワークショップ コーディネーター　野辺　公一

【お申込み方法】

下記の出席連絡票にて、 平成 28 年１１月１１日 （金） までに SAREX 事務局までお申し込み下さい。
なお、 参加のお申込み後、　都合により参加できなくなった場合は必ず事務局までご連絡いただけますよう、 ご協力をお願い
いたします。 　

【お問い合わせ】　住環境価値向上事業協同組合（ＳＡＲＥＸ）

　〒 158-0084　東京都世田谷区東玉川 2-15-13　TEL.03-6425-3909 ／ FAX.03-6425-3910　info@sarex.or.jp

※参加費＝正会員及び賛助会員：無料 ・ 準会員：10,000 円 / 人 ・ 会員外参加者：20,000 円 / 人

■ プログラム ■ 

13:30 ～ 15:00　熊本地震と木造住宅

15:10 ～ 17:00　質疑応答・討議

17:15 ～　懇親会

㈲山辺構造設計事務所
山辺 豊彦 氏

①熊本地震の特徴
②基礎・地盤に関すること
③新耐震以前と以後
④ 2000 年代の木造住宅と被害問題
⑤その他

【JR御茶ノ水駅より徒歩約３分、他】


